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                         小田 貢氏 
 

 さまざまなサービスを組み合わせて、住み慣れた地域で暮らせるようにする

のが「地域包括ケアシステム」です。介護保険以外のサービスも必要と考え

て始めたのが、買い物代行や掃除などをお手伝いする「高齢者生活支援隊」

です。このように二重、三重のサポートで、在宅生活を支える「真誠会モデ

ル」のシステムをつくり、お役に立ちたいと思っています。 

 

 
 

 彦名地区ふれあい・いきいきサロンの活動 

     ……彦名地区社会福祉協議会 会長 大西鶴一 氏 
 
 彦名地区にある８箇所のサロンの活発な活動を取材され、サロン活動を 

「小地域の活動が大きな渦になり、いきいき感をもたらし明日の活力を生む」と定

義し、各サロンの活動の実情を報告されました。 

   米子市認知症徘徊見守り模擬訓練 

       ……米子市長寿社会課 作業療法士 小椋善文 氏 
 
  今年度、米子市初の取り組みとして、和田地区で「米子市認知症徘徊見守り模擬 

訓練」が実施されました。その取り組みについて、また、訓練を終えての参加者の 

アンケート集計について発表されました。 

 

 豪雪が与えた認知症高齢者への影響 

……米子市弓浜地域包括支援ｾﾝﾀｰ 主任介護支援専門員 竹内丈 
 
 年明け早々の豪雪による認知症高齢者への影響にどのようなものが 

あったか、ご利用者や民生委員の方々へ聞き取りアンケートを実施し、影響に 

ついての現状、そして、そこから見えてきた考察について発表を行いました。 

 

 緊急連絡システムについて 

           ……社会福祉法人真誠会 課長 前田浩寿 
 
 「施設は増えず、在宅で生活しなければならない」という現実がある中、「いつでも

助けを呼ぶことができ、安心感を持つことができる」緊急システムについて、どのよう

なサービスであるか具体的に紹介しました。 
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米子市弓浜地域包括支援センター 

電話 48-2330  FAX 48-2340 
    E メール sien-ctr@hospitown.or.jp 

    ホームページ http://www.hospitown.or.jp/houkatu/ 

地域包括支援セ

ンターは地域の

ネットワークづ

くり、助け合いの

町づくりを支援

します。 

 

 平成 23 年 11 月 27 日（日）、「認知症の方を

災害・事故から守るために」というテーマで、弓

浜地域で現在行われている高齢者や認知症に対

する取り組みについて発表いただきました。 

 ３００人もの皆様にご参加いただき、アンケ 

ートでは、 

「認知症徘徊見守りについて私共の地区も 

訓練が必要と思った。」 

「人と人との助け合いの大切さを感じました」 

「地域で多数のサロンをすすめていきたい」 

など、発表事例に対しての共感の声が多数あり 

ました。 

 

 一方で、「家族の理解が必要。若い人にもっと 

知ってもらいたい。学習の機会を」「若い人たちとの交流も大事だと思います」との声もありました。いくつ

になっても住み慣れたところで安心して暮らしていくためには、地域の理解やサポートが大切になります。

助け、支え合う地域の力となる若い世代の皆さんにも理解していただけるよう、弓浜地域の助け合いネット

ワークについてこれからも取り組んでいきます！ 

 

 

 

平成 23 年 10 月 22 日、米子市内で初めて和田地区で訓練が開催されました。開催にあたり地域で実行

委員会が立ち上げられ、地域包括支援センターとしては、訓練内容骨子となる訓練の物語展開シナリオ原

案を提案し、実行委員会で検討を重ねていきました。 

訓練の内容は、ふる里ご利用の認知症の方が利用日でない日に自宅から行方不明になり、家族により警

察に届出がされ、防災無線放送が地域に流れ、捜索する。発見したらそこで終り、ではなく、警察に連絡

しパトカーでの保護、家族確認まで行われる、という本格的なものでした。訓練当日は、集会所単位で構

成された自治防衛組織で徘徊者を捜索、訓練協力者は約 400 人に上りました。訓練以後、「防災無線が流

れると窓を開けて聞き、見守りに出る人が増えた」「地域住民の関心が高まった」との報告が上がっており、

訓練の目的である“地域ぐるみの見守り運動の啓発”は達成されました。継続して意識づけるためにも、

今後も啓発活動をしていかねば、と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心した生活を

続けられるように支援を行う総合機関です。 

お困りごとや悩みごとなど、どんなことでもお気軽にご相談ください。 

米子市から委託を受けて 彦名、夜見、富益、崎津、大篠津、和田 を担当しています 


